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【課題の概要】 
本研究は、細菌の CRISPR-Cas システムに類似したゲノム

免疫機構を哺乳動物において探索・解析するなど、内在性ボ
ルナウイルスの抗ウイルス免疫機構を解明することを目指す
ものであり、研究代表者らのボルナウイルスに関する研究成
果に基づく独自性の高い研究である。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
本研究は、内在性ウイルスの抗ウイルス活性の動作原理解

明と機能資源としての確保につながるもので学術的に価値が
高い。また、進化学においても新たな知見を提供することが
期待される。 

 


